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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期
第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 4,309,538 4,410,424 8,675,753

経常利益（千円） 109,282 76,418 269,407

四半期（当期）純利益（千円） 61,064 74,736 225,073

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
49,836 80,883 250,467

純資産額（千円） 3,600,892 3,836,444 3,801,402

総資産額（千円） 8,314,673 8,577,455 8,460,456

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
10.68 13.07 39.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 43.3 44.7 44.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
261,605 42,674 683,875

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△31,589 △41,529 △84,208

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△25,058 110,934 △356,241

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
804,144 985,447 859,489

　

回次
第68期
第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日
至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△3.42 1.33

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　　　４．在外子会社の収益及び費用は、従来、在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりました

が、前連結会計年度（第68期）の第４四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算しておりま

す。この変更に伴い、前第２四半期連結累計期間（第68期）については、当該会計方針の変更を反映した遡及

修正後の数値を記載しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　

　主要な関係会社の異動については以下のとおりです。

　＜電熱線＞

　当第２四半期連結会計期間より、銀空（上海）商貿有限公司を新規に設立したため、連結の範囲に含めておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況　

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や個人消費に持ち直しの動きがみられ、緩やかではあり

ますが、全体としては回復基調で推移しました。ただし、個別企業の景況感にはバラツキがみられ、輸出の増加等

により大企業の景況感が好転する一方、円安による原材料価格の上昇を製品価格に転嫁しきれない中小企業の中に

は、回復感がみられない先もあります。海外経済は、米欧の経済指標が改善傾向を示す一方、新興国の景気が減速

するなどバラツキがみられ、引き続き予断を許さない状況が続いています。

　こうした中、当社グループは今年度より中期経営計画をスタートさせ、経営体制の効率化を一層推進するととも

に、事業拡大に向け新規ビジネスの企画・開発にも注力しております。具体的には海外子会社で事業拡大の動きが

前進するなど、一部に良い兆候もみられていますが、当社の主力事業である電線事業のキャブタイヤケーブル市場

が縮小するなかで価格競争が激化し、当社にとって厳しい収益環境となりました。

　この結果、売上高は4,410百万円（前年同期比2.3%増）となりましたが、主力事業の利益率の低下により営業利

益は30百万円（前年同期比67.2%減）、経常利益は76百万円（前年同期比30.1%減）となりました。四半期純利益は

前年計上した有価証券評価損が無くなったことにより74百万円（前年同期比22.4%増）となりました。　

　

セグメントの業績は、次の通りであります。

［電線］

　当事業の対象とするキャブタイヤケーブル市場の需要は、景気全体が回復基調を辿るなかでも縮小傾向に歯止め

がかからず、引き続き低調に推移しました。こうした中、当社としては顧客対応を充実させつつ個別案件の獲得に

努めた結果、売上高は2,741百万円(前年同期比0.4%増)となりました。

　一方、利益面では、需要が低価格品にシフトしたことや円安により仕入価格が上昇したことなどから、セグメン

ト利益は26百万円(前年同期比70.1%減)となりました。　

　

［ポリマテック］

　当事業の国内販売は減少したものの、洪水被害により休業状態であったタイ生産子会社が復旧したことにより、

事業全体の売上高は1,266百万円(前年同期比5.0%増)となりました。

　一方、利益面については、材料価格の上昇を販売価格に転嫁しきれず、セグメント損失は3百万円(前年同期セグ

メント損失4百万円)となりました。
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［電熱線］　

　当事業の売上高は、一部新興国向け大口輸出案件の発生など海外需要の回復を背景に、徐々に持ち直しつつあ

り、361百万円(前年同期比6.6%増)となりました。

　しかし、利益面では、新規事業にかかわる経費の先行発生などの経費増により、セグメント利益は2百万円(前年

同期比73.2%減)となりました。

　

［その他］

　当事業の主要製品は産業車両用LED照明灯や高機能チューブ等ですが、当事業区分の売上高はチューブ関連の増

加により41百万円(前年同期比16.8%増)となりました。

　セグメント利益は、増収効果により4百万円(前年同期セグメント損失1百万円)と黒字転換しました。　

　

(2) キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より125百万円増加し、当第２四

半期連結累計期間末には985百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、42百万円の獲得（前年同期は261百万円の獲得）となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純利益82百万円（前年同期は四半期純利益65百万円）や売上債権の減少50百万円

（前年同期は247百万円の減少）に対し、仕入債務の減少70百万円（前年同期は77百万円の減少）によるものであ

ります。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は41百万円の使用（前年同期は31百万円の使用）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得による支出46百万円（前年同期は28百万円の支出）によるものであります。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は110百万円の獲得（前年同期は25百万円の使用）となりました。これ

は主に、長期借入れによる収入600百万円（前年同期は251百万円の収入）に対し、長期借入金の返済による支出

259百万円（前年同期は394百万円の支出）や短期借入金の純減額180百万円（前年同期は純増額150百万円）による

ものであります。　　

　

　　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　     当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　(4) 研究開発活動　

 　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,333,276 6,333,276

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 6,333,276 6,333,276 － －

　　　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

－ 6,333,276 － 1,136,518 － 1,133,596
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社ツカモト 兵庫県西宮市美作町８－20 570 9.00

スリースター有限会社 大阪市天王寺区上本町５－３－16 463 7.31

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 280 4.43

津田電線株式会社 京都市東山区問屋町通正面上る鍵屋町485 193 3.05

塚本　一男 神戸市北区 190 3.01

三井住友信託銀行株式会社

(常任代理人　日本トラスティ・

サービス信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内１－４－１

(東京都中央区晴海１－８－11)
147 2.32

三ッ星従業員持株会 大阪市天王寺区上本町５－３－16 129 2.04

西崎　ひとみ

(常任代理人　塚本　一男)

アメリカ合衆国　カリフォルニア州

(神戸市北区)　
115 1.82

三京化成株式会社 大阪市中央区北久宝寺町１－９－８ 100 1.58

泉州電業株式会社 大阪市北区兎我野町２－４ 93 1.47

計 － 2,282 36.04

　（注）上記のほか、自己株式が615千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式   615,000

　　
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,666,000　 5,666 －

単元未満株式
普通株式   52,276

　　
－ －

発行済株式総数 6,333,276 － －

総株主の議決権 － 5,666 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社三ッ星
大阪市天王寺区上本

町五丁目３番16号
615,000 － 615,000 9.71

計 － 615,000 － 615,000 9.71

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 859,489 985,447

受取手形及び売掛金 2,844,787 2,748,018

電子記録債権 － 53,247

商品及び製品 974,300 934,832

仕掛品 195,188 186,183

原材料及び貯蔵品 293,775 323,377

その他 130,585 140,650

貸倒引当金 △552 △520

流動資産合計 5,297,574 5,371,238

固定資産

有形固定資産

土地 1,946,818 1,950,383

その他（純額） 805,745 803,558

有形固定資産合計 2,752,564 2,753,941

無形固定資産 5,503 12,520

投資その他の資産

投資有価証券 362,606 399,639

その他 46,689 44,598

貸倒引当金 △4,482 △4,482

投資その他の資産合計 404,813 439,754

固定資産合計 3,162,881 3,206,216

資産合計 8,460,456 8,577,455

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,217,609 993,921

電子記録債務 － 165,823

短期借入金 980,000 799,917

未払費用 38,408 29,999

未払法人税等 29,770 12,368

賞与引当金 71,369 86,422

その他 689,451 742,336

流動負債合計 3,026,610 2,830,789

固定負債

長期借入金 1,024,128 1,276,677

退職給付引当金 292,227 301,212

役員退職慰労引当金 254,578 253,870

その他 61,509 78,460

固定負債合計 1,632,443 1,910,220

負債合計 4,659,053 4,741,010
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,136,518 1,136,518

資本剰余金 1,133,596 1,133,596

利益剰余金 1,581,176 1,610,165

自己株式 △148,258 △148,351

株主資本合計 3,703,033 3,731,928

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 81,380 104,395

為替換算調整勘定 16,988 120

その他の包括利益累計額合計 98,369 104,515

純資産合計 3,801,402 3,836,444

負債純資産合計 8,460,456 8,577,455
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 4,309,538 4,410,424

売上原価 3,479,547 3,652,911

売上総利益 829,991 757,512

販売費及び一般管理費
※ 735,795 ※ 726,645

営業利益 94,195 30,867

営業外収益

受取利息 141 130

受取配当金 5,450 5,655

受取家賃 1,374 4,640

仕入割引 4,003 3,800

為替差益 23,420 53,592

その他 6,958 4,677

営業外収益合計 41,348 72,496

営業外費用

支払利息 18,946 16,346

売上割引 6,842 8,417

その他 472 2,180

営業外費用合計 26,261 26,945

経常利益 109,282 76,418

特別利益

固定資産売却益 9 38

投資有価証券売却益 － 6,111

特別利益合計 9 6,149

特別損失

固定資産除却損 832 257

投資有価証券評価損 42,488 －

特別損失合計 43,321 257

税金等調整前四半期純利益 65,971 82,310

法人税、住民税及び事業税 15,868 10,015

法人税等調整額 △10,962 △2,440

法人税等合計 4,906 7,574

少数株主損益調整前四半期純利益 61,064 74,736

四半期純利益 61,064 74,736
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 61,064 74,736

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,543 23,014

為替換算調整勘定 △6,684 △16,867

その他の包括利益合計 △11,228 6,146

四半期包括利益 49,836 80,883

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 49,836 80,883
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 65,971 82,310

減価償却費 76,537 76,754

貸倒引当金の増減額（△は減少） △74 △32

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,949 15,062

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,740 8,769

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,052 △708

受取利息及び受取配当金 △5,591 △5,785

支払利息 18,946 16,346

固定資産売却損益（△は益） △9 △38

固定資産除却損 832 257

投資有価証券売却損益（△は益） － △6,111

投資有価証券評価損益（△は益） 42,488 －

売上債権の増減額（△は増加） 247,307 50,637

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,478 21,834

仕入債務の増減額（△は減少） △77,054 △70,609

未払費用の増減額（△は減少） 1,867 △8,340

その他 △128,905 △98,909

小計 293,430 81,439

利息及び配当金の受取額 5,596 5,785

利息の支払額 △18,935 △16,398

法人税等の支払額 △18,486 △28,152

営業活動によるキャッシュ・フロー 261,605 42,674

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △28,638 △46,383

有形固定資産の売却による収入 335 38

投資有価証券の取得による支出 △3,285 △3,052

投資有価証券の売却による収入 － 7,867

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,589 △41,529

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 △180,082

長期借入れによる収入 251,847 600,000

長期借入金の返済による支出 △394,987 △259,834

配当金の支払額 △27,991 △44,944

その他 △3,927 △4,204

財務活動によるキャッシュ・フロー △25,058 110,934

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,957 13,879

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 211,915 125,958

現金及び現金同等物の期首残高 592,228 859,489

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 804,144 ※ 985,447
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　（連結範囲の重要な変更）

　当第２四半期連結会計期間より、銀空（上海）商貿有限公司を新規に設立したため、連結の範囲に含めており

ます。

　

（会計方針の変更）

　（在外子会社等の収益及び費用の本邦通貨への換算基準の変更）

　前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、在外子会社の収益及び費用について、決算日の直物為替相場

により円貨に換算する方法から期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更いたしました。この変更は在

外子会社における前第４四半期連結会計期間において急激な為替相場変動があったため、収益及び費用について

の原則的な換算基準である期中平均の直物為替相場を用いることにより、一時的な為替相場の変動による影響を

排除し、在外子会社の期間損益計算をより適正に行うために実施したものであります。

　この結果、遡及適用を行う前と比べ、前第２四半期連結累計期間の売上高が82千円、営業利益が1,940千円増

加し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ613千円減少しております。

　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

    １　受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 7,586千円 4,451千円

　

　 　

（四半期連結損益計算書関係）

　　 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
   至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
   至　平成25年９月30日）

給与手当　

荷造運搬費　

退職給付費用

賞与引当金繰入額

貸倒引当金繰入額　

198,612千円

188,586千円

26,325千円

41,291千円

△74千円

197,041千円

188,098千円

22,646千円

38,640千円

△32千円

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
   至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
   至　平成25年９月30日）

現金及び預金勘定　 804,144千円　 985,447千円　

預入期間が３か月を超える定期預金　 －　 －　

現金及び現金同等物　 804,144　 985,447　

 

　

EDINET提出書類

株式会社三ッ星(E01351)

四半期報告書

15/20



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

   配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 28,595 5  平成24年３月31日  平成24年６月27日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

   配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 45,747 8  平成25年３月31日  平成25年６月26日 利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

 
報告セグメント　

その他
（注）　

合計
電線 ポリマテック 電熱線 計

 売上高       

　外部顧客への

売上高
  2,730,228  1,205,352     338,755  4,274,336     35,202   4,309,538

　セグメント間

の内部売上高

又は振替高

3,000 293 3,060 6,353   －     6,353

　　計 2,733,228 1,205,646 341,815 4,280,690   35,202   4,315,892

セグメント利益

又は損失

（△）　

 89,662  △4,168  10,824  96,319  △1,171  95,147

　        （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていないセグメントであり、高機能チューブ関連商

品、ＬＥＤ関連商品等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　（単位：千円）　　

利益 金額

報告セグメント計 96,319

「その他」の区分の利益 △1,171

全社費用（注） △951

四半期連結損益計算書の営業利益 94,195

　　　 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

 
報告セグメント　

その他
（注）　

合計
電線 ポリマテック 電熱線 計

 売上高       

　外部顧客への

売上高
  2,741,953  1,266,099     361,259  4,369,312     41,112   4,410,424

　セグメント間

の内部売上高

又は振替高

386 － 267 653   －     653

　　計 2,742,340 1,266,099 361,526 4,369,966   41,112   4,411,078

セグメント利益

又は損失

（△）　

 26,798  △3,657  2,897  26,037  4,829  30,867

　        （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていないセグメントであり、高機能チューブ関連商

品、ＬＥＤ関連商品等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　（単位：千円）　　

利益 金額

報告セグメント計 26,037

「その他」の区分の利益 4,829

四半期連結損益計算書の営業利益 30,867

　　　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　　（在外子会社等の収益及び費用の本邦通貨への換算基準の変更）　

　　　「会計方針の変更」に記載のとおり、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、在外子会社の

収益及び費用について、決算日の直物為替相場により円貨に換算する方法から期中平均為替相場により

円貨に換算する方法に変更しております。

　　　この結果、遡及適用を行う前と比べ、前第２四半期連結累計期間の「電線セグメント」の売上高は8

千円減少し、セグメント利益は2,268千円増加しております。また、「ポリマテックセグメント」の売

上高は91千円増加し、セグメント利益は327千円減少しております。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 10円68銭 13円7銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 61,064 74,736

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 61,064 74,736

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,719 5,718

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社三ッ星(E01351)

四半期報告書

18/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月６日

株式会社三ッ星

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　　眞治　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鎌田　　修誠　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三ッ星

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三ッ星及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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